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・国際交流協定締結　新たに2校と！
聖徳大学と中国・南京大学、
ベルギー・ブリュッセル外国語大学

・「早寝早起きで子どもは育つ」
―子どもの睡眠が危ない―
鈴木みゆき先生（保育科助教授）インタビュー

・校舎改修工事進む！
（幼児教育専門学校）

・第22回聖徳祭行われる
（附属中学校・高等学校）

・茨城県高校駅伝二連覇
（聖徳中学校・高等学校）

・川の写真コンクールで山田夏樹くんが
銅賞（附属小）～附属小学校も学校賞を受賞～
・感謝の気持ちを込めて

（八王子中央幼稚園）
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大
学
の
格
付
け
が
き
ま
る
日
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
南
京
大

学
は
北
京
大
学
、
清
華
大
学
に

つ
い
で
全
国
第
三
位
と
い
う
格

付
け
を
誇
り
、
大
学
統
一
試
験

で
七
五
〇
点
満
点
中
六
四
〇
点

と
い
う
ハ
イ
ス
コ
ア
を
要
求
し

て
い
ま
す
。
張
副
学
長
の
話
で

は
、
現
在
、
南
京
郊
外
に
広
大
な

新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
中
で
あ

り
、
こ
れ
を
機
に
一
気
に
全
国

一
の
評
価
獲
得
を
目
指
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

九
月
、
新
学
期
の
開
始
と
と

も
に
南
京
大
学
か
ら
協
定
書
が

本
学
に
と
ど
き
ま
し
た
。
今
後

は
学
生
、
教
員
同
士
の
交
流
を

中
心
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
◆
◇
◆
◇

聖
徳
大
学
は
ベ
ル
ギ
ー
王
国

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市
に
あ
る
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
外
国
語
大
学
と
国
際

交
流
協
定
を
十
月
十
二
日
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
外
国
語
大
学
は
本
学
の
十
校

目
の
海
外
協
定
校
で
、
欧
州
圏

で
の
初
め
て
の
協
定
校
と
な
り

ま
す
。
き
っ
か
け
は
以
前
同
大

学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
外

国
語
学
科
　
津
田
満
璃
教
授
よ

り
事
務
局
へ
同
大
学
の
紹
介
が

あ
り
、
そ
の
後
相
互
で
情
報
提

供
、
会
議
を
経
て
こ
の
度
の
協

定
締
結
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
学
生
・
教
員
の
交
流
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

十
月
二
十
二
日
に
は
同
大
学

国
際
部
長
　
ゴ
メ
ツ
教
授
夫
妻

が
来
校
さ
れ
、
横
山
幸
三
国
際

交
流
委
員
長
、
深
沢
俊
雄
同
副

委
員
長
、
北
村
弘
明
同
副
委
員

長
と
交
流
に
つ
い
て
会
談
さ
れ

ま
し
た
。
翌
二
十
三
日
に
は

『B
elgian

Foreign
Language

E
ducation

in
Prim

ary
Schools

』と
題
し
て
ゴ
メ
ツ
先

生
の
講
演
会
が
催
さ
れ
、
ベ
ル

ギ
ー
・
Ｅ
Ｕ
の
外
国
語
教
育
、
政

策
に
関
す
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
会
は
日
本
学
術
振
興
会
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究

〔
代
表：

下
田
弘
之
先
生（
英
米
文

化
学
科
教
授
）〕『
児
童
を
対
象
と

す
る
外
国
語
教
育
の
国
際
比
較
』

の
枠
内
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
外
国
語
大
学

の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

平
成
十
四
年
九
月
、
南
京
大

学
か
ら
一
通
の
手
紙
が
学
長
宛

て
に
届
き
、
そ
れ
に
答
え
る
形

で
、
川
並
弘
純
副
学
園
長
が
南

京
を
訪
問
し
た
こ
と
に
端
を
発

し
て
、
両
校
で
は
相
互
の
教
職

員
の
学
校
訪
問
が
繰
り
返
さ
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
三
回
の

訪
中
に
な
る
七
月
七
日
、
副
学

園
長
は
学
長
か
ら
託
さ
れ
た
包

括
協
定
書
を
南
京
大
学
に
お
届

け
し
ま
し
た
。
当
日
、
南
京
大
学

蒋
学
長
は
北
京
で
全
国
人
民
代

表
会
議
に
出
席
さ
れ
て
お
り
、

協
定
書
は
張
大
良
（
チ
ャ
ン
・
ダ

ー
リ
ャ
ン
）
副
学
長
に
託
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
場
に
は
本
学
七

十
周
年
記
念
式
典
に
ご
参
列
い

た
だ
い
た
陳
雲
棠
（
チ
ェ
ン
・
ユ

ン
タ
ン
）
教
務
長
、
王
海
嘯
（
ワ

ン
・
ハ
イ
シ
ャ
オ
）
外
語
部
主
任
、

楊
治
中
（
ヤ
ン
・
ヂ
チ
ョ
ン
）
中

国
外
国
語
教
育
協
会
会
長
、
穆

栄
華
（
ム
ウ
・
ロ
ン
ホ
ア
）
教
授
、

周
雲
桐
（
チ
ョ
ウ
・
ユ
ン
ト
ン
）

外
語
部
培
訓
セ
ン
タ
ー
主
任
ら

懐
か
し
い
顔
が
並
び
、
そ
れ
ぞ

れ
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ち
ょ
う
ど
中
国
国

内
の
全
国
大
学
統
一
試
験
の
成

績
が
出
揃
い
、
全
中
国
の
大
学

が
志
願
者
に
自
学
の
最
低
合
格

点
を
発
表
す
る
日
で
、
い
わ
ば

聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管理
システムのISO9001および環境管理システムのISO
14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作り
上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、それらが
国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳学園は
次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

張大良（チャン・ダーリャン／右から４人目）副学長を始め、南京大学の先生方と一緒に

国
際
交
流
協
定
新
た
に
二
校
と
！

締
結

協定書を前にゴメツ国際部長（左）と横山幸三国際交流委員長講演するゴメツ先生

【南京大学】１９０２年創立、中国江蘇省南京市にある中国国家重点大学の１つ。

１７の学院と４５の系（学部）を持つ総合大学。大学学部生２８４００名、大学院生約８６００名。

ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
外
国
語
大
学

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
で

は
、
聖
徳
大
学
大
学
院
、
聖
徳
大

学
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部（
各

通
信
教
育
部
を
含
む
）、
聖
徳
大

学
幼
児
教
育
専
門
学
校
、
聖
徳

大
学
附
属
中
学
・
高
等
学
校
、
同

聖
徳
中
学
・
高
等
学
校
で
、
新
潟

県
中
越
地
震
災
害
救
助
法
適
用

地
域
に
お
い
て
、
保
護
者
が
被

害
を
受
け
た
本
学
受
験
生
及
び

在
校
生
に
対
す
る
特
別
措
置
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

【
受
験
生
】

（
一
）被
害
を
受
け
た
本
学
受
験

生
に
対
し
、
被
災
証
明
書（
写
し

で
も
可
）の
提
出
を
も
っ
て
、
以

下
の
特
別
措
置
を
講
じ
ま
す
。

一
、
入
学
検
定
料
を
無
料
と
し

ま
す
。

二
、
十
七
年
度
の
入
学
金
、
授

業
料
、
施
設
費
、
教
育
充

実
費
を
二
分
の
一
と
し
ま

す
。

（
二
）願
書
や
調
査
書
な
ど
の
書

類
が
間
に
合
わ
な
い
、
入
試
日

に
試
験
場
に
行
く
こ
と
が
出
来

な
い
な
ど
、
災
害
救
助
法
適
用

地
域
か
ら
の
大
学
・
短
期
大
学
部

受
験
生
に
対
し
、
被
災
証
明
書

（
写
し
で
も
可
）の
提
出
を
も
っ

て
、
以
下
の
特
別
措
置
を
講
じ

ま
す
。

一
、
指
定
校
推
薦
、
公
募
推
薦
、

入
寮
希
望
者
推
薦
入
試
は

面
接
を
免
除
し
、
書
類
審

査
の
み
に
よ
る
入
試
へ
変

更
し
ま
す
。

な
お
、自
己
推
薦
、適
性
推
薦
、

総
合
学
科
推
薦
、
専
門
高
校
推

薦
、
社
会
人
特
別
入
試
な
ど
の

大
学
・
短
期
大
学
部
受
験
生
は

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
験
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
／

０
１
２
０
―

６
６
―

５
５
３
１
　

﹇E-m
ail

﹈adc@
seitoku.ac.jp

【
在
校
生
】

（
一
）被
害
を
受
け
た
地
域
に
保

護
者
の
家
庭
が
あ
る
本
学
在
校

生
に
対
し
、
被
災
証
明
書（
写
し

で
も
可
）の
提
出
を
も
っ
て
、
以

下
の
特
別
措
置
を
講
じ
ま
す
。

一
、
十
七
年
度
の
授
業
料
、
施

設
費
、
教
育
充
実
費
を
二

分
の
一
と
し
ま
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
に
伴
う
本
学
受
験
生

及
び
在
校
生
へ
の
特
別
措
置
に
つ
い
て

名称：Haute École de Bruxe-lles, Catégorie traduction et interpretation
（ベルギー王国フランス語州立・ブリュッセル大学・翻訳通訳学部）

所在地：34, rue Joseph Ha-zard 1180 Brussels, Belgium

歴史：1958年にInstitut Supérieur de Traducteurs et Interprètes（ISTI
イスティ

、ブリュッセル外
国語大学）という名称の国立単科大学として発足。EU委員会とNATOがおかれ
EUの中心都市を自負するベルギー・ブリュッセル市にあり各種国際会議で活躍
できる語学の専門家を養成し、その卒業生達の各方面での活躍は ISTI の名前を
確固たるものとしてきた。1996年に事務部門の合理化のために3大学［defré 教
育大学（3年制・小学校教員養成）、ISTI、École Supérieure d'Informatique（コン
ピュータ系大学（3年制））］が統合し、上記名称となった。

学部構成：大学の基本言語はフランス語、学生数は千名弱（共学）。学部（BA）は翻訳部
と通訳部に分かれ、オランダ語、英語、独語、イタリア語、ロシア語、及び、
スペイン語から二国語を選択。卒業後ただちに活躍できる教養と実践力を
養成。大学院はMAまでで、国際関係翻訳科、会議通訳科、文学翻訳科、商工
業翻訳科など。

ホームページ：http://www. heb. be

中
国
・
南
京
大
学
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十
月
三
十
日（
土
）協
定
校
で

あ
る
台
南
女
子
技
術
学
院
に
お

い
て
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
本
学
川
並
弘
純
副

学
園
長
と
川
並
芳
純
附
属
小
中

高
・
聖
徳
中
高
副
校
長
が
式
典
に

参
列
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
劉

応
嶽（
り
ゅ
う
お
う
が
く
）理
事

長
と
陳
豊
村（
ち
ん
ほ
う
そ
ん
）

学
長
が
台
湾
の
陳
水
扁（
ち
ん
す

い
へ
ん
）
総
統
を
主
賓
と
し
て

お
迎
え
し
、
教
育
部
政
務
次
官
、

教
育
部
職
業
教
育
局
長
、
台
南

県
県
長
ご
夫
妻（
夫
人
は
卒
業

生
）、
国
立
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術

大
学
、
日
本
か
ら
本
学
と
文
化

女
子
大
学
、
台
湾
の
諸
大
学
の

代
表
が
列
席
さ
れ
る
な
か
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
柄
な
が
ら
若
々
し
く
軽
快

な
足
取
り
の
陳
総
統
が
演
壇
に

上
り
、「
わ
た
く
し
阿
扁（
ア
ー

ピ
ィ
エ
ン：

総
統
の
愛
称
）は
地

元
台
南
県
の
出
身
で
、
台
湾
唯

一
の
女
子
大
で
あ
る
台
南
女
子

技
術
学
院
は
、
学
生
時
代
か
ら

の
憧
れ
の
学
校
で
し
た
。
こ
の

美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
が
四
十
年
来
の

夢
で
し
た
。」と
切
り
出
す
と
、

一
万
を
越
え
る
満
場
の
女
子
学

生
が
大
歓
声
で
そ
れ
に
応
え
ま

す
。
総
統
は
四
十
年
来
台
湾
の

女
子
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

同
学
院
の
努
力
を
称
え
、「
台
湾

女
性
の
社
会
進
出
は
世
界
百
九

十
カ
国
で
ト
ッ
プ
二
十
に
入
り
、

ア
ジ
ア
で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
副
総
統

と
副
首
相
も
女
性
で
す
が
、
将

来
皆
さ
ん
の
中
か
ら
女
性
総
統

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。」と
祝
辞
を
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。
石
原
慎
太
郎
東

京
都
知
事
を
数
日
前
に
台
北
で

お
迎
え
し
た
ば
か
り
と
い
う
親

日
家
の
陳
総
統
は
、
川
並
弘
純

副
学
園
長
と
川
並
芳
純
副
校
長

に「
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
」と
声
を
お
か
け
に
な
ら
れ
、

副
学
園
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
学

園
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
リ
ッ
キ
ー
」

に
目
を
細
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
副
学
園
長
と
副
校

長
は
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
の
あ

り
方
や
十
五
歳
〜
十
八
歳
の
生

徒
の
交
流
、
音
楽
を
通
じ
た
交

流
に
つ
い
て
劉
応
嶽
理
事
長
と

話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

最
後
に
学
園
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
お
渡
し
し
て
、
同
校
の
四
十

周
年
を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日（
水
）に
、
聖

徳
大
学
新
一
号
館
・
図
書
館
の
地

鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前

中
か
ら
雨
が
降
り
始
め
ま
し
た

が
学
校
関
係
者
、
後
援
会
、
図
書

委
員
関
係
者
総
勢
百
名
以
上
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
か
ら
式
祭
が

始
ま
り
、
川
並
弘
昭
理
事

長
、
設
計
者
、
施
工
者
に
よ

る
地
鎮
の
儀
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
本
学
役
員
、

各
学
校
の
代
表
者
が
工
事

の
安
全
を
祈
り
玉
串
を
奉

奠
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
新
一
号
館
・
図
書

館
は
、
本
学
の
長
年
の
計

画
で
あ
り
創
立
七
十
五
周

年
ま
で
に
は
完
成
す
る
予

定
で
す
。
学
園
の
核
と
な
る
新

一
号
館
は
、
図
書
館
・
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
教
室
棟
か
ら
な
り
、

延
べ
床
面
積
約
三
万
三
千
㎡
、

地
下
二
階
、
地
上
八
階
建
て
の

建
物
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
三

月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
設

計
は
多
く
の
図
書
館
を
設
計
し

て
い
る
図
書
館
設
計
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト（
株
）栗
原
研
究
室

代
表
取
締
役
　
栗
原
嘉
一
郎
氏

を
中
心
に
設
計
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
設
備
に
関
し
て
は
、
現

在
の
最
先
端
の
も
の
で
は
な
く
、

五
年
後
の
最
先
端
の
も
の
を
考

え
い
ろ
い
ろ
と
変
更
す
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。
川
並
理
事
長

は
、「
最
終
的
に
本
学
の
目
指
す

『
ひ
と
づ
く
り
の
教
育
』と
い
う

理
想
へ
向
け
て
の
建
築
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

会
の
最
後
に
施
工
会
社（
株
）竹

中
工
務
店
　
横
田
副
社
長
は「
安

全
第
一
で
満
足
の
い
く
建
物
を

納
品
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
話
さ
れ
、
五
年
後
に
出
来
上
が

る
新
一
号
館
・
図
書
館
に
期
待
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
四
月
に
開
設
し

た
通
信
教
育
部
人
文
学
部
も
今

年
で
四
年
目
を
迎
え
、
こ
の
三

月
に
は
卒
業
生
を
送
り
出
す
予

定
で
す
。
学
生
数
も
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
大
学
院
・
短
大
部

を
合
わ
せ
る
と
四
千
三
百
二
十

二
名
と
な
り
ま
し
た（
平
成
十
六

年
十
一
月
現
在
、
科
目
履
修
生

含
む
）。特
に
児
童
学
科
社
会
福

祉
コ
ー
ス
は
、
社
会
福
祉
士
や

精
神
保
健
福
祉
士
の
国
家
試
験

受
験
資
格
が
取
得
で
き
、
こ
れ

か
ら
迎
え
る
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
人
気
を
集
め
て
お
り
、
人

文
学
部
入
学
生
の
約
四
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
、
来
年
度
よ
り
人
文
学

部
に
社
会
福
祉
学
科
を
開
設
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
社
会

福
祉
学
科
で
は
社
会
福
祉
士
・
精

神
保
健
福
祉
士
（
と
も
に
受
験

資
格
）の
取
得
以
外
に
、
新
た
に

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

（
福
祉
）や
養
護
教
諭
一
種
免
許

状
、
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
二
級
の
取
得
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
通
信
教
育
で
は
、
養
護

教
諭
を
始
め
こ
れ
ら
の
免
許
・
資

格
を
取
得
で
き
る
大
学
は
少
な

く
、
従
来
の
児
童
学
科
社
会
福

祉
コ
ー
ス
と
比
較
し
入
学
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

三
年
次
編
入
学
や
、
教
員
免
許

状
の
必
要
科
目
の
み
を
履
修
す

る
課
程
正
科
生
も
同
時
に
募
集

開
始
す
る
予
定
で
す
。
四
月
入

学
生
の
出
願
は
一
月
二
十
日
よ

り
開
始
し
ま
す
。
入
学
選
考
は

書
類
審
査
の
み
で
、
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
科
目
終
了
試

験
も
日
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
人
の
方
も
学
び
や
す

い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
、
夢
を

叶
え
る
た
め
免
許
・
資
格
の
取

得
、
教
養
を
身
に
付
け
る
場
を

お
探
し
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
聖
徳
の
通
信
教
育

を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

十
月
一
日
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

皮
切
り
に
学
部
三
年
生
、
短
大

部
一
年
生
の
希
望
者
を
対
象
と

し
た
企
業
就
職
支
援
特
別
講
座

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
聞
紙
上
な
ど
で
は
、「
雇
用

状
況
の
好
転
」な
ど
の
記
事
を
良

く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
実
情
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
形
態
の
変
化
や
企

業
の
求
め
る
人
材
要
件
の
表
現

も
「
夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
る

人
」「
大
き
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
人
」か
ら「
自

分
の
手
で
新
し
い
こ
と
を
創
り

出
せ
る
人
」や「
自
ら
考
え
、
行

動
で
き
る
人
」「
変
革
の
プ
ラ
ン

を
持
っ
て
実
行
で
き
る
人
」と
具

体
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
就
職
支
援
も
こ
の
環
境

に
対
応
す
べ
く
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
か
ら
今
年
の
特
別
講

座
は
、
内
容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
さ
せ
「
自
己
分
析
法
・
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
の
描
き
方
」「
面
接

と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」「
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
実
践
」「
職
種
と
業

界
に
つ
い
て
」な
ど
、
よ
り
具
体

的
に
、
講
義
形
式
で
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
実
施

す
る
事
と
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
十
八
日
の
第
一
回
目
に

は
、
元
銀
行
秘
書
の
方
を
講
師

に
招
き「
女
性
が
働
く
と
は
」を

題
目
に
約
四
百
名
の
出
席
の
も

と
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
十
二
月
末
日
ま
で
ほ
ぼ
毎

週
月
曜
日
と
木
曜
日
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

特
別
講
座
・
就
職
活
動
を
通
し

て
、
学
生
自
身
が
成
長
し
た
自

分
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
改

装
オ
ー
プ
ン
の
松
戸
市
女
性
セ

ン
タ
ー
か
ら
壁
画
制
作
の
依
頼

を
受
け
ま
し
た
。
建
物
内
三
階

に
新
し
く
で
き
る「
親
子
の
読
書

ス
ペ
ー
ス
」
の
た
め
の
制
作
で

す
。
去
る
平
成
十
五
年
十
二
月

に
、
松
戸
市
商
工
会
議
所
主
催

の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト「
サ
ン

タ
の
行
進
」ス
テ
ー
ジ
画
を
経
験

し
ま
し
た
。
美
術
部
内
で
の
活

動
と
は
違
い
、
集
団
制
作
を
美

術
部
総
動
員
で
行
う
こ
と
が
で

き
、
全
員
で
一
つ
の
作
品
を
創

り
上
げ
る
と
い
う
と
て
も
貴
重

な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

女
性
セ
ン
タ
ー
で
の
制
作
に

は
、
平
成
十
六
年
九
月
か
ら
原

案
を
出
さ
せ
て
頂
き
、
セ
ン
タ
ー

の
方
々
と
検
討
を
行
い
、
デ
ザ

イ
ン
作
成
や
彩
色
を
し
、
十
月

九
日
か
ら
実
際
に
壁
面
へ
の
色

付
け
を
始
め
ま
し
た
。

壁
画
は
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス

で
あ
り
、
完
成
し
た
作
品
は
十

年
近
く
も
耐
久
性
を
も
つ
も
の

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
部
員

は
、
自
分
の
作
品
以
上
に
壁
画

に
力
を
入
れ
、
休
日
や
授
業
の

合
間
を
見
て
、
真
剣
に
一
つ
の

も
の
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
に
、
協
力
し
て
来
ま
し
た
。
部

員
の
努
力
の
成
果
で
作
品
の
進

み
が
と
て
も
早
く
、
十
日
程
で

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
女
性

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
間
に

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
壁
画
制
作
で
、
女
性

セ
ン
タ
ー
や
業
者
の
方
々
に
助

け
ら
れ
、
部
員
内
の
結
束
力
も

強
め
ら
れ
、
大
き
な
作
品
を
創
り

上
げ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
心
か

ら
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
年
後
、
自
分
達
の
家
族
を

連
れ
て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
壁
画

を
見
に
こ
ら
れ
れ
ば
と
い
う
こ
と

が
、
美
術
部
員
全
員
の
夢
で
す
。

児
童
学
科
　
小
学
校
・
幼
稚
園

教
員
養
成
コ
ー
ス
二
年
Ａ
ク
ラ
ス

美
術
部
部
長
　
天
野
奈
保
子
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廊下いっぱいの壁画

協
定
校
台
南
女
子
技
術
学
院
の

四
十
周
年
記
念
式
典

―
台
湾
の
陳
水
扁
総
統
が
ご
臨
席
―

新
一
号
館
地
鎮
祭

新1号館　完成予想図

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

だ
よ
り

企
業
就
職
支
援
特
別
講
座

厳しい雇用状況のもと学生たちの表情も真剣そのもの

国際交流課
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聖
徳
大
学
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通
信
教
育
部

人
文
学
部

平成17年度 通信教育部 入学案内

川並副学園長と談笑される陳水扁総統

劉理事長と本学副学園長、副校長

松
戸
市
女
性
セ
ン
タ
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壁
画
制
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徳
大
学
美
術
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員

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設

社
会
福
祉
学
科
を

新
設



第15号（3） 平成16年12月1日（水）

―
子
ど
も
の
発
達
と
睡
眠
と
の
関

係
を
研
究
す
る
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
？

自
分
で
作
っ
た
手
遊
び
や

リ
ズ
ム
遊
び
を
保
育
の
現

場
で
発
表
す
る
機
会
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
十
数
年
前
か
ら
中
に

は
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も

が
い
る
の
に
、
何
で
こ
の
子
は
無

表
情
な
ん
だ
ろ
う
？
何
で
こ
の

子
は
す
ぐ
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
ち
ゃ

う
ん
だ
ろ
う
？
何
で
こ
の
子
は

い
き
な
り
と
な
り
の
子
を
突
き
倒

し
ち
ゃ
う
ん
だ
ろ
う
？
と
か
い

う
風
に
「
あ
れ
っ
？
」
と
思
い
始

め
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
子
に
つ

い
て
幼
稚
園
の
先
生
に
聞
く
と
、

「
彼
は
夜
寝
て
な
い
」
と
か
「
朝
ご

飯
を
食
べ
て
い
な
い
」
と
か
生
活

リ
ズ
ム
の
話
が
必
ず
で
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
全

国
千
二
百
以
上
の
幼
稚
園
、
保
育

園
の
先
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
八
割
の
先

生
が
今
の
子
ど
も
は
睡
眠
不
足
だ

と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

ん
で
す
。
睡
眠
な
ど
の
リ
ズ
ム
が

き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
子
に
は
例

え
ば
、
昼
間
き
ち
ん
と
先
生
の
話

が
聞
け
な
い
と
か
、
そ
れ
か
ら
落

ち
着
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
集

A

中
し
て
取
り
組
め
な
い
と
い
う
症

状
が
一
歳
か
ら
五
歳
ま
で
共
通
し

て
見
ら
れ
た
ん
で
す
。

―
先
生
が
行
っ
た
三
角
形
模
写
の
実

験
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
歳
か
ら
五
歳
ま
で
で
睡

眠
と
情
緒
面
の
調
査
を
や

っ
て
い
く
中
で
、
脳
は
や
は
り
発

達
し
て
い
く
の
で
、
そ
こ
に
も
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
三
角
形
の
模
写
の
実
験
を
や
っ

て
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
同

じ
五
歳
児
が
書
い
た
三
角
形
で
す

（
左
図
参
照
）。
三
角
形
に
し
た
の

は
ど
う
し
て
で
す
か
？
と
い
つ

も
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
三
角
形

の
模
写
は
知
能
テ
ス
ト
に
よ
く
あ

る
五
歳
く
ら
い
に
な
る
と
書
け
る

課
題
の
一
つ
な
の
で
す
。
睡
眠
や

生
活
リ
ズ
ム
が
不
規
則
な
子
は
三

A

角
形
が
う
ま
く
書
け
な
い
と
い
う

結
果
が
こ
ん
な
に
ク
リ
ア
に
出
た

こ
と
に
は
私
自
身
驚
き
ま
し
た
。

―
子
ど
も
の
「
遅
寝
遅
起
き
」
や
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
の
原
因
は
何

で
す
か
？

夜
九
時
以
降
の
テ
レ
ビ
番

組
を
親
と
一
緒
に
見
て
い

る
と
か
、
一
人
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い
る
と
か
、
メ

デ
ィ
ア
と
の
接
触
は
す
ご
く
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
本
人
と
い
う
よ

り
は
家
庭
環
境
で
す
。
お
そ
ら
く

今
の
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
は
八

時
、
九
時
に
寝
て
い
た
世
代
で
す

ね
。
今
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
「
ど

う
や
っ
て
寝
て
い
ま
し
た
か
？
」

っ
て
聞
く
と
「
子
ど
も
の
時
間
は

終
わ
っ
た
わ
よ
」
と
か
「
テ
レ
ビ

消
し
な
さ
い
」
と
か
「
早
く
寝
な

さ
い
」
と
か
、
親
が
指
示
を
出
し

て
い
た
は
ず
な
ん
で
す
。
今
は
ど

う
や
ら
そ
の
習
慣
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
み
た
い
で
す
。
一
歳
児

の
調
査
の
と
き
に
「
ど
う
や
っ
て

寝
か
し
つ
け
て
い
る
か
？
」
と
い

う
の
を
聞
い
た
と
き
、
な
ん
と
二

割
の
お
母
さ
ん
が
「
本
人
の
意
思

に
任
せ
る
」
と
解
答
し
た
ん
で
す

よ
。 A

―
ど
れ
く
ら
い
の
子
ど
も
が
遅
寝

遅
起
き
？

こ
こ
で
ク
イ
ズ
で
す
が
、
今

一
番
遅
寝
の
割
合
が
多
い

年
代
は
何
歳
だ
と
思
い
ま
す
？

答
え
は
二
歳
児
で
す
。
全
国
調
査

で
五
十
九
％
の
二
歳
児
が
十
時
過

ぎ
に
寝
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
三
歳
に
な

る
と
若
干
減
っ
て
五
十
二
％
に
な

り
ま
す
。
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
？

幼
稚
園
に
行
く
か
ら
な
ん
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
保
育
が

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ
て

い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
夜
遅
く

に
フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
に
子
ど
も
が

い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状

況
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
私
は

早
寝
早
起
き
を
薦
め
る
「
早
起
き

サ
イ
ト（www.hayaoki.jp

）」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

―
遅
寝
遅
起
き
に
は
ど
う
い
っ
た

悪
影
響
が
あ
る
の
か
？

な
ぜ
遅
寝
は
い
け
な
い

か
？
と
い
う
と
、
睡
眠
と

覚
醒
の
リ
ズ
ム
に
体
温
調
節
や
ホ

ル
モ
ン
分
泌
な
ど
の
リ
ズ
ム
が
同

調
し
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
体
温

は
明
け
方
低
く
、
昼
間
ぐ
っ
と
上

が
っ
て
、
夜
ま
た
下
が
っ
て
く
る
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
で
「
こ

の
子
、
手
が
温
か
い
か
ら
眠
い
の

よ
」
っ
て
い
う
の
は
当
た
っ
て
る

ん
で
す
。
体
熱
を
放
射
し
て
体
温

を
下
げ
て
い
る
ん
で
す
。
同
じ
よ

う
に
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
夜
中
の

十
二
時
く
ら
い
を
ピ
ー
ク
に
し

て
、
一
番
眠
り
が
深
い
時
に
分
泌

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
逆
算
す
る

と
だ
い
た
い
九
時
く
ら
い
ま
で
に

は
寝
て
欲
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
か

ら
、
遅
起
き
は
人
間
の
生
体
リ
ズ

ム
に
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。
と
い

う
の
も
、
人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
は

二
十
四
時
間
で
は
な
く
二
十
五
時

間
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
一
日
一

時
間
ず
れ
て
い
く
と
こ
ろ
を
朝
の

光
の
刺
激
を
使
っ
て
脳
に
リ
セ
ッ

A A

ト
を
か
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ

で
朝
の
光
を
浴
び
な
い
で
寝
て
い
る

と
一
時
間
ず
れ
て
い
わ
ゆ
る
「
時

差
ぼ
け
」
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
だ
か
ら
体
内
リ
ズ
ム
と
脳
の

リ
セ
ッ
ト
を
考
え
る
と
、
や
は
り
朝

早
寝
早
起
き
が
一
番
い
い
の
で
す
。

―
子
ど
も
に
理
想
的
な
生
活
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
お
母
さ
ん
方
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
食
べ
る
、
寝
る
、
遊

ぶ
と
い
う
三
つ
が
子
ど
も

に
は
と
て
も
重
要
で
す
。
決
ま
っ

た
時
刻
に
起
き
て
、
決
ま
っ
た
時

刻
に
寝
か
せ
て
あ
げ
て
欲
し
い
。

朝
は
で
き
れ
ば
七
時
半
ま
で
に
起

こ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
早
寝
早

起
き
に
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
は
早
起

き
か
ら
始
め
る
こ
と
で
す
。
一
時

間
早
く
寝
る
こ
と
よ
り
一
時
間
早

く
起
き
る
こ
と
の
ほ
う
が
ず
っ
と

簡
単
で
す
。
早
起
き
さ
せ
る
こ
と

で
一
時
間
生
体
リ
ズ
ム
を
前
倒
し

に
す
る
ん
で
す
。
早
起
き
を
す
る

こ
と
で
必
然
的
に
早
寝
に
な
っ
て

き
ま
す
。
あ
と
、
夕
飯
を
食
べ
る

時
間
も
あ
ま
り
に
遅
い
と
夜
寝
る

時
間
に
影
響
し
て
き
ま
す
ね
。

―
最
後
に
、
保
育
者
を
目
指
し
、

ま
た
将
来
親
に
な
る
学
生
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

今
の
子
ど
も
達
の
生
活
に

は
と
て
も
危
機
感
を
も
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
一
番

子
ど
も
達
を
救
っ
て
い
る
の
は
保

育
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
一
方
で
や

は
り
家
庭
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
寝
か
せ
る
と
か
朝

食
べ
さ
せ
る
と
か
は
や
は
り
家
庭

で
す
。
朝
脳
が
動
き
出
す
、
目
覚

め
て
い
く
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
な
の
で
朝
ご
飯
は
し
っ
か

り
食
べ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
う

い
う
こ
と
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
保

育
に
携
わ
っ
て
い
く
に
は
や
は
り

保
護
者
へ
の
対
応
っ
て
い
う
の
も

す
ご
く
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A A
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早
寝
早
起
き
で
子
ど
も
は
育
つ

―
子
ど
も
の
睡
眠
が
危
な
い
―

鈴
木

み
ゆ
き
先
生（
保
育
科
助
教
授
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

海外研修報告

ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンの

旅

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
幼
稚
園
や
保

育
園
が
見
学
出
来
る
と
い
う
こ

と
で
、
私
は
九
月
十
九
日
か
ら

九
月
三
十
日
の
研
修
旅
行
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
実
際
に
世
界
の
最
先
進
地

域
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
ド

イ
ツ
で
幼
稚
園
と
保
育
園
、
ス

イ
ス
で
幼
稚
園
と
小
学
校
の
計

四
ヶ
所
の
施
設
を
見
学
し
、
日

本
の
教
育
と
の
違
い
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
国
や
州
に

よ
り
教
育
方
針
は
異
な
り
ま
す

が
、
ど
こ
も
『
子
ど
も
の
為
に
何

が
一
番
良
い
か
』
を
考
え
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
活

き
活
き
と
生
活
し
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
様
々
な
国

の
人
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
幼
稚
園
な
ど
の
教

育
施
設
に
お
い
て
も
多

国
籍
の
子
が
在
籍
し
て

い
る
の
で
、
一
つ
の
ク

ラ
ス
に
偏
り
が
な
い
よ

う
バ
ラ
ン
ス
良
く
ク
ラ

ス
分
け
を
し
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
待
機
児
も
数
多

く
い
る
よ
う
で
す
が
、

州
の
制
度
が
変
わ
り
地

域
の
学
校
で
も
受
け
入

れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
為
、
少
し
ず
つ
改
善

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。こ

の
よ
う
に
興
味
深

い
話
を
聞
き
体
験
す
る

こ
と
で
、
日
本
と
は
異

な
る
教
育
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
城
や
ハ
イ
ジ
の
故

郷
の
散
策
な
ど
、
沢
山
の
素
晴

ら
し
い
場
所
を
訪
れ
た
こ
と
や
、

友
達
や
多
く
の
人
た
ち
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
と
て
も
充
実
し

た
研
修
旅
行
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。こ

の
研
修
旅
行
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
支
え
て
く
れ
た
家

族
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
教
職
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ドイツの保育所

田
中
敬
子
さ
ん

田
中
敬
子
さ
ん

ジュネーブのルソーの生家

アルプスの少女ハイジの家（スイス）ドイツのローテンブルク

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

児
童
学
科

幼
稚
園
教
員
・

保
育
士
養
成
コ
ー
ス

三
年
Ｂ
ク
ラ
ス

コ ラ ム

鈴木みゆき先生

誰
も
が
子
ど
も
の
頃
「
早
寝
早
起
き
」
を
耳
に
た
こ
が
で

き
る
く
ら
い
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
「
早
寝

早
起
き
が
い
い
と
い
う
け
れ
ど
、
な
ぜ
？
」
と
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回

は
睡
眠
と
子
ど
も
の
発
達
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
さ

れ
て
い
る
本
学
保
育
科
助
教
授
、
鈴
木
み
ゆ
き
先
生
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
現
代
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
、
読
売
新
聞
等
多
数
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
を
受
け
て
い
ま
す
。

三角形模写テスト
（5歳児）

上段は生活リズムが
正しくない子の模写。
左は十分な睡眠時間
のある子の模写。

誰
も
が
子
ど
も
の
頃
「
早
寝
早
起
き
」
を
耳
に
た
こ
が
で

き
る
く
ら
い
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
「
早
寝

早
起
き
が
い
い
と
い
う
け
れ
ど
、
な
ぜ
？
」
と
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回

は
睡
眠
と
子
ど
も
の
発
達
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
さ

れ
て
い
る
本
学
保
育
科
助
教
授
、
鈴
木
み
ゆ
き
先
生
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
現
代
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
、
読
売
新
聞
等
多
数
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
を
受
け
て
い
ま
す
。
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去
る
十
月
二
日
（
土
）
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
児
童
学
科
・
児
童
学

科
夜
間
主
・
保
育
科
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部

二
年
生
に
よ
る
第
四
十
回
保
育

表
現
研
究
発
表
会
も
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
一
般
の

お
客
様
や
先
生
方
で
約
八
百
名

を
数
え
、
千
名
を
越
す
一
年
生

は
、
午
前
と
午
後
に
分
け
て
見

学
を
し
、
立
見
が
出
る
ほ
ど
体

育
館
が
一
杯
に
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

一
般
の
方
へ
の
座
席
の
確
保
が

困
難
で
あ
り
な
が
ら
も
、
保
護

者
以
外
の
方
々
も
見
受
け
ら
れ
、

大
勢
の
方
々
か
ら
演
技
者
一
人

ひ
と
り
に
対
し
、
熱
い
拍
手
を

送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
影
響
を
受
け
た
の
か
、
学

生
達
の
演
技
に
一
段
と
磨
き
が

か
か
り
、
会
場
全
体
が
一
体
と

な
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。
学

生
一
人
ひ
と
り
の
情
熱
と
パ
ワ
ー

が
こ
こ
に
集
結
し
、
学
生
達
の

学
生
生
活
の
思
い
出
と
な
る
素

晴
ら
し
い
晴
れ
舞
台
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
発
表
会
に
は
、
演
技
側

の
「
学
生
」
と
、
演
技
指
導
を
す

る
側
の
「
先
生
」
の
二
つ
の
動
き

が
あ
り
ま

す
。
様
々

な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て

こ
の
二
つ

の
動
き
は

激
動
を
む

か
え
ま
す

学
生
達
の

成
功
の
裏

に
は
、
発

表
会
に
か

け
る
日
夜

の
練
習
と
、
涙
ぐ
ま
し
い
苦
労

と
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。
本
番

を
迎
え
る
ま
で
に
、
ク
ラ
ス
内

で
真
剣
に
討
論
、
議
論
を
交
わ

し
、
幾
つ
も
の
山
を
越
え
、
学
生

達
の
心
身
の
成
長
は
は
か
り
し

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、

そ
れ
を
支
え
る
先
生
方
の
努
力

で
す
。
指
導
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
学
生
達
と
一
喜
一
憂
し
て

い
る
先
生
方
の
姿
は
、
ま
さ
し

く
「
保
育
の
聖
徳

」
の
あ
り
方

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
授
業
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
の

発
表
会
を
、
一
般
向
け
に
公
開

で
き
る
よ
う
仕
上
げ
て
い
く
仕

事
運
び
は
、
ま
さ
し
く
プ
ロ
の
仕

事
で
あ
り
、
先
生
方
の
熱
き
結
晶

が
み
ら
れ
ま
す
。
先
生
方
が
描

い
た
「
創
造
」
を
、
学
生
達
が

「
作
品
」
と
し
て
完
成
さ
せ
披
露

す
る
こ
と
が
、
こ
の
発
表
会
の

見
所
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
得
た
学
生
達
の
経
験

は
、
将
来
教
育
者
と
し
て
巣
立

つ
た
め
の
糧
と
し
て
、
き
っ
と

立
派
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

今
年
の
聖
徳
祭
は
、
昨
年
よ

り
も
若
干
早
く
、
十
一
月
十
三
・

十
四
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

学
園
祭
は
学
友
会
が
中
心
と
な

り
、
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
、
各
学

科
・
ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
一
致
団

結
し
て
日
頃
の
研
究
成
果
を
発

揮
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
恒
例
企

画
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
も

の
も
あ
り
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

地
域
の
方
々

に
ご
来
校
い

た
だ
き
、
盛

況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
本

学
の
学
園
祭

は
学
生
の
発

表
の
場
と
い

う
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
、

一
昨
年
と
好

評
を
い
た
だ

き
ま
し
た

「
教
職
員
の

作
品
展
」
に

お
き
ま
し
て

は
、
今
年
は

先
生
方
の
多

彩
な
作
品
に

加
え
て
職
員

か
ら
も
出
展

が
あ
り
、
充

実
し
た
作
品

展
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ

を
機
に
先
生

方
の
別
な
一

面
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
よ
り
身
近
な
存
在

に
な
り
ま
し
た
。

お
祭
り
騒
ぎ
ば
か
り
が
取
り

ざ
た
さ
れ
る
昨
今
の
学
園
祭
で

あ
り
ま
す
が
、
学
生
の
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
企
画
を
見
る
に

つ
け
、
学
生
の
持
つ
創
造
力
に

は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
本
学
の
和

の
精
神
に
通
ず
る
こ
の
経
験
は
、

学
生
た
ち
の
今
後
の
研
究
活
動

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

田
楽
は
本
来
、
豆
腐
料
理
で
す
。
田

楽
の
名
称
は
豆
腐
に
竹
串
を
刺
し
、

田
楽
味
噌
を
塗
っ
て
焼
い
た
も
の
で

す
が
、
里
芋
、
ナ
ス
、
こ
ん
に
ゃ
く
な

ど
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

昔
、
田
植
え
の
時
、
豊
作
を
祈
っ
て

田
の
中
で
踊
る
神
事
が
田
楽
踊
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

踊
り
手
で
あ
る
田
楽
法
師
の
い
で

た
ち
が
、
白
い
袴
を
は
き
、
高
足（
高

い
下
駄
）に
の
っ
て
踊
る
様
子
が
白
い

豆
腐
に
串
を
刺
し
た
様
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家（
地
域
）で
、「
田
楽
」

と
は
ど
ん
な
料
理
の
こ
と
を
言
い
ま

す
か
？
地
域
が
違
え
ば
、
食
文
化
も

変
化
す
る
も
の
で
す
。

鯖
の
竜
田
揚
げ
と
は
、
鯖
に
み
り

ん
醤
油
で
下
味
を
付
け
、
片
栗
粉
を

ま
ぶ
し
て
揚
げ
た
料
理
で
す
。

鯖
の
赤
く
揚
が
っ
た
様
子
を
、
紅

葉
の
名
所
で
あ
る
奈
良
県
生
駒
郡
を

流
れ
る
竜
田
川
に
ち
な
ん
で
名
づ
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

紅
葉
は
野
山
の
樹
々
の
葉
が
寒
気

に
あ
っ
て
赤
や
黄
色
に
変
わ
る
風
情

が
日
本
の
秋
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
、

古
く
か
ら
和
歌
等
に
詠
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

な
お
、
自
然
科
学
的
に
み
る
と
、
紅

葉
は
葉
柄
の
基
部
に
離
層
が
で
き
て
、

葉
で
作
ら
れ
た
澱
粉
な
ど
の
移
動
が

困
難
と
な
り
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
な

ど
の
赤
い
色
素
に
変
化
し
て
起
こ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
ぶ
の
甘
酢
漬
け
で
、
唐
辛
子
の

入
っ
た
も
の
で
す
。
か
ぶ
以
外
に
大
根

や
蓮
根
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

ア
チ
ャ
ラ
は
古
く
か
ら
ア
ジ
ア
で

も
野
菜
の
甘
酢
漬
け
の
意
味
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

語
源
は
ペ
ル
シ
ャ
語
と
い
わ
れ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ア
チ
ャ
ー
ル
に
な

り
、
日
本
に
は
十
六
世
紀
頃
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
甘
酢
は
健
康
に
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
召
し
上
が
っ

て
み
て
下
さ
い
。

総
合
文
化
学
科
　
助
教
授

四
十
九
院
　
静
子

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

寮
食
の

知
識

第
四
十
回

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を

終
え
て

人文学部児童学科

短期大学部保育科

保育科「いちごはいちご」

児童学科「サッカーW杯」

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

大
学
・
短
期
大
学
部

第
四
十
回
聖
徳
祭

テ
ー
マ
　
輝
け
個
性
☆
聖
徳
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

毎年売り切れるほど好評なお菓子販売

多くの観衆を魅了した

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

寮食
一口メモ

豆

秋
も
深
ま
り
、
収
穫
、
み
の
り
の
秋
で
食
べ
物
が
一
段
と
美
味

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

本
学
の
三
つ
の
学
生
寮
で
提
供
し
て
い
る
献
立
に
は
、
古
く
か

ら
日
本
に
伝
わ
る
調
理
法
、
食
材
の
組
み
合
わ
せ
、
行
事
時
の
い

で
た
ち
や
様
子
な
ど
に
由
来
す
る
も
の
、
外
国
文
化
の
影
響
を
受

け
た
も
の
等
が
あ
り
ま
す
。

寮
食
を
よ
り
一
層
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
献
立
名
の
由

来
を
い
く
つ
か
紹
介
い
た
し
ま
す
。〇

鯖
の
竜
田
揚
げ

（
十
月
二
十
六
日
夕
食
）

〇
味
噌
田
楽（
十
月
二
十
一
日
夕
食
）

（
左
写
真
）

〇
か
ぶ
の
ア
チ
ャ
ラ
漬
け

（
十
月
二
十
六
日
夕
食
）

味噌田楽
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幼
児
教
育
専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
部
学
生
寮

東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
周

年
を
昨
年
む
か
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
行
事
が
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
幼
児
教
育
専
門
学
校
で

も
、
記
念
行
事
が
ひ
と
つ
ひ
と

つ
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
昨
年
（
一
期

工
事
）、今
年（
二
期
工
事
）の
夏
休

み
期
間
中
を
利
用
し
て
、施
設
・
設

備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
校
舎

改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
舎
三
階
に
明
る
く
き
れ

い
な
面
談
室
が
新
設
さ
れ
、
不

安
や
悩
み
を
か
か
え
た
学
生
た

ち
の
面
談
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、各
階
に
あ
る
学
生
用
ト

イ
レ
及
び
洗
面

所
な
ど
、
校
舎

内
す
べ
て
の
ト

イ
レ
及
び
洗
面

所
が
改
修
さ
れ

ま
し
た
。
ト
イ

レ
内
は
モ
ス
グ

リ
ー
ン
が
基
調

で
品
の
あ
る
落

ち
着
い
た
内
装
。
学
生
た
ち
も

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
そ
う
で

す
。夏

休
み
が
終
わ
っ
て
久
し
ぶ

り
に
登
校
し
て
き
た
学
生
た
ち

か
ら
、
き
れ
い
に
な
っ
た
施
設

に
「
わ
ー
！
す
ご
い
！
」
と
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
の
喜

ぶ
顔
を
見
ら
れ
る
の
も
、
保
護

者
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の

た
ま
も
の
と
存
じ
ま
す
。

最
近
、
全
国
の
中
学
校
・
高
等

学
校
よ
り
、
本
専
門
学
校
を
訪

問
し
、
授
業
を
体
験
し
た
い
と
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
担

当
の
先
生
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と

お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
と「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」と
し
て
実
施

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
本
校
で
は「
中
学
・

高
校
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
企
画

し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

先
日（
十
月
二
十
二
日
）は
静
岡

県
立
下
田
南
高
校
か
ら「
ス
ク
ー

ル
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ

プ
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
と

称
し
て
五

名
の
生
徒

が
本
校
に

来
校
し
ま

し
た
。

ま
ず
、
校
舎
内
一
・
二
階
に
あ

る
三
田
幼
稚
園
を
見
学
し
、
そ

の
後
体
育
の
授
業
を
体
験
し
、

積
極
的
に
身
体
を
動
か
し
て
い

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
授

業
終
了
後
、
本
校
学
生（
下
田
南

高
校
卒
業
生
）た
ち
と
な
ご
や
か

に
懇
談
し
満
足
し
た
気
持
ち
で

終
了
し
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
、
沖
縄
県
立
球

陽
高
校
・
神
奈
川
県
立
相
模
原
総

合
高
校
な
ど
た
く
さ
ん
の
中

学
・
高
等
学
校
が
来
校
し
ま
す
。

将
来
、
保
育
者
を
め
ざ
す
生

徒
さ
ん
た
ち
へ
、「
保
育
の
聖

徳

」と
し
て
の
重
要
な
役
目
と

な
り
ま
す
の
で
、
本
校
は
、
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

校
舎
改
修
工
事

進
む
！

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

中
学
・
高
校
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
援
！

○Ｒ

明るくきれいな面談室

落ち着いた内装のトイレ

バリアフリーのトイレ

○Ｒ

、。



全国大会に出場、
活躍しました。
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創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

第
二
十
二
回
聖
徳
祭

テ
ー
マ

時
計
〜
二
十
年
と
い
う
時
間
と

き

を
刻
ん
で
〜

茨
城
県
高
校
駅
伝

聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
中
学

校
・
聖
徳
高
等
学
校
創
立
二
十
周

年
記
念
式
典
が
去
る
十
月
十
六

「
創
立
二
十
周
年
記
念
」
第
二

十
二
回
聖
徳
祭
が
去
る
十
一
月

三
日
（
祝
）
に
開
催
さ
れ
、
大
い

に
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は「『
時
計
』〜
二
十

年
と
い
う
時
間
と

き

を
刻
ん
で
〜
」

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
全

校
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

第
一
体
育
室
で
は
ハ
ン
ド
ク

ラ
フ
ト
部
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
を
華
や

か
に
彩
っ
た
あ
と
、
ダ
ン
ス
部
、

新
体
操
部
に
よ
る
演
技
が
観
衆

の
目
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
玄
関
前
の
ス
ペ
ー
ス

に
は
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
人
垣

が
で
き
、
着
ぐ
る
み
の
踊
り
が

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
二
体
育

室
で
は
、
箏
曲
部
・
室
内
管
弦
楽

部
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
茶
道
部
員

が
着
物
姿
で
ふ
る
ま
う
お
茶
を

味
わ
っ
た
り
、
各
ク
ラ
ス
の
展

示
に
足
を
運
ん
だ
り
と
、
来
校

さ
れ
た
方
々
は
、
思
い
思
い
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

恒
例
の
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
で

は
後
援
会
の
方
々
の
絶
大
な
る

ご
支
援
を

賜
り
、
ま

た
、
中
学

の
企
画
で

は
、
生
徒

自
か
ら
育

て
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を

壺
焼
に
し

て
大
好
評

で
し
た
。

＊
＊
＊

日
（
土
）
本
校
に
て
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
ご
来
賓
の
皆
様
約
五

百
名
の
方
々
の
ご
臨
席
の

も
と
開
会
の
合
唱
に
合
わ

せ
て
式
典
が
幕
を
開
け
ま

し
た
。

第
Ⅰ
部
は
国
歌
斉
唱
の

後
、
理
事
長
・
学
園
長
川
並

弘
昭
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
き
、
岡
本
裕
之
校
長
の

式
辞
、
山
口
勲
後
援
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
ご
来
賓

の
方
々
に
は
心
温
ま
る
ご

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
本

校
の
開
校
当
時
の
様
子
を

よ
く
知
る
方
々
の
感
慨
は

も
と
よ
り
生
徒
た
ち
も
こ

の
二
十
年
と
い
う
歳
月
、
歴
史
の

重
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
第
Ⅱ
部
は
コ
メ
モ
ラ

テ
ィ
ヴ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
題

し
、
本
校
生
徒
に
よ
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
・
合
唱
・
演
技
が
参
列

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

箏
曲
部
の
奏
で
る
箏
の
音
色
、

新
体
操
部
の
伸
び
や
か
な
演
技
、

音
楽
科
高
校
生
・
音
楽
コ
ー
ス
中

学
生
・
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
唱
、

卒
業
生
の
独
唱
の
後
、
最
後
に

全
校
生
徒
に
よ
る
合
唱
『
空
よ

り
高
く
』
の
歌
声
が
会
場
に
響

き
渡
り
、
本
校
生
徒
の
思
い
出

の
シ
ー
ン
が
映
像
に
映
し
出
さ

れ
る
と
、
感
極
ま
っ
て
涙
を
浮

か
べ
る
人
の
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
式
典
後
は
会
場
を
食

堂
に
移
し
、
祝
賀
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
本
校
ゆ
か
り
の
方
々

が
旧
交
を
あ
た
た
め
、
歓
談
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
十
一
月
五
日
（
金
）
十
時

か
ら
茨
城
県
高
校
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
少

し
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気

と
な
り
ま
し
た
が
、
風

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
選

手
た
ち
に
と
っ
て
は

上
々
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
し
た
。

一
区
の
大
c
千
聖

（
五
Ｓ
）
は
、
ス
タ
ー
ト

直
後
に
転
倒
し
、
最
後

尾
の
出
だ
し
と
な
り
、

周
囲
を
冷
や
り
と
さ
せ

ま
し
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク

を
一
周
す
る
間
に
先
頭

に
立
ち
、
そ
の
ま
ま
独

走
。
十
九
分
十
九
秒
の
区
間
新

記
録
で
走
り
切
り
、
二
位
の
茨

城
キ
リ
ス
ト
高
校
と
一
分
三
十

八
秒
の
タ
イ
ム
差
で
二
区
に
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
着
実
に
二
区
の
高

安
わ
か
な
（
六
Ｃ
）、
三
区
の
成

毛
志
麻
（
四
Ｓ
）、
四
区
の
酒
井

理
名
（
六
Ｓ
）、
そ
し
て
五
区
の

和
田
沙
織
（
五
Ｓ
）
へ
と
襷
を
繋

ぎ
、
総
合
タ
イ
ム
一
時
間
十
二

分
二
十
八
秒
で
ゴ
ー
ル
、
二
連

覇
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
四

区
・
五
区
で
も
区
間
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。
一
区
で
引
き
離
し
た

茨
城
キ
リ
ス
ト
と
の
タ
イ
ム
差

は
、
最
終
的
に
二
分
三
十
六
秒

差
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。約

一
ヶ
月
後
、
十
二
月
二
十

六
日
（
日
）
に
は
全
国
高
校
駅

伝
競
走
大
会
が
京
都
市
西
京

極
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
昨

年
の
経
験
を
生
か
し
、
前
回
以

上
の
結
果
を
残
そ
う
と
選
手

も
「
全
国
」
に
照
準
を
合
わ
せ

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

十
月
十
日
、「
太
陽
〜
や
さ
し

さ
と
行
動
〜
」を
テ
ー
マ
に
第
二

十
二
回
聖
徳
祭
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
聖
徳
祭
実
行
委

員
会
の
生
徒
達
を
中
心
に
生

徒
・
保
護
者
・
教
職
員
全
員
が
協

力
し
合
い
百
を
越
え
る
展
示
・
実

演
が
企
画
さ
れ
、
当
日
ま
で
準

備
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
接
近
が
危
惧

さ
れ
ま
し
た
が
、
三
千
人
に
迫

る
皆
様
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

各
企
画
と
も
賑
わ
い
と
活
気
に

満
ち
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
公
開
終
了
後
に
行
わ
れ
た

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
、
十
一
月
三
日
に
デ

ビ
ュ
ー
を
控
え
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
バ
ン
ド

「dryhi

」の
ラ
イ
ブ
、
本

校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

吹
奏
楽
団
の
演
奏
、
来
年

度
聖
徳
祭
実
行
ス
タ
ッ

フ
へ
の
ポ
ス
タ
ー
引
き
継

ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、
聖
徳
祭
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
輝
く
絆
」の
全

校
大
合
唱
で
そ
の
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

十
月
三
十
日
、「S

eitoku
O
rchestra

Concert

」が
聖
徳
大

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
進
藤
初
男
教
諭

の
指
揮
、
聖
徳
大
学
附
属
中
学

校
・
高
等

学
校
特
別

オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演

奏
に
よ
り

ス
メ
タ
ナ

の
『
モ
ル

ダ
ウ
』
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の『
未
完
成
』が
、

ま
た
高
校
音
楽
科
三
年
に
在
籍

し
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
活
躍
中
の

平
野
未
樹
さ
ん
の
独
奏
で
ハ
イ

ド
ン
の『
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
』、同

じ
く
宮
崎
真
美
さ
ん
の
独
奏
で

リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ
フ
の

『
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
協
奏
曲
』が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
創
立
二
十
周
年
を
機
に

編
成
さ
れ
た
こ
の
特
別
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
、
中
・
高
の
音
楽
系
部

活
動
・
高
校
音
楽
科
の
生
徒
に
加

え
、
卒
業
生
や
音
楽
科
講
師
な

ど「
聖
徳
ゆ
か
り
」の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
女
性
の
み
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
、
今
回
は
総
勢
百
一
名

で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の

聴
衆
が
集
い
、
心
豊
か
な
ひ
と

と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

聖
徳
祭
行
わ
れ
る

第
二
十
二
回

バトン部の演技

平野さんのオーボエ演奏

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

笑顔でお客様をお出迎え

開催

Seitoku
 

Orchest
ra 

Concert

♪ ♪

Seitoku
 

Orchest
ra 

Concert

トロンボーン協奏曲演奏風景
附属中学校・高等学校

◆体操競技部　　　　全国高校総体出場
◆ソフトテニス部　　全国中学校ソフトテニス大会出場
◆音楽部日本音楽団　全国高校総合文化祭・県代表に選出

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

二
連
覇

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

吹奏楽部

箏曲部

模擬店

表彰後、笑顔の選手たち
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千
葉
県
私
立
幼
稚
園
の
来
年

度
入
園
願
書
配
布
が
十
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
だ
っ
て
聖
徳
大
学

附
属
浦
安
幼
稚
園
の
平
成
十
七

年
度
入
園
説
明
会
は
十
月
十
四

日
の
午
前
十
時
、
当
幼
稚
園
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
二
百
六
十
八

名
の
多
く
の
保
護
者
が
お
子
さ

ま
を
連
れ
て
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

園
長
先
生
が
挨
拶
並
び
に
聖
徳

学
園
、
私
学
と
し
て
の
教
育
方

針
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
未
就
園
児
と
保
護
者
に
見
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
学
年
別
に

ホ
ー
ル
舞
台
上
に
元
気
な
園
児

が
、ハ
ト
ポ
ッ
ポ
体
操
、リ
ズ
ム

や
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。「
ト
ン

ト
ン
ト
ン
ト
ン
ひ
げ
じ
い
さ
ん
」

と
ゆ
っ
く
り
の
テ
ン
ポ
で
手
あ
そ

び
が
始
ま
る
と
そ
れ
ま
で
歩
き

回
っ
た
り
、
ぐ
ず
つ
い
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
、
小
さ
な
も
み
じ

の
よ
う
な
手
で
一
緒
に
真
似
て

い
る
姿
は
心
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
園
児
達
の
舞
台
上
の
楽
し

い
余
韻
を
残
し
て
次
は
募
集
要

項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
説
明
が

行
わ
れ
、
約
一
時
間
で
無
事
終

了
致
し
ま
し
た
。
お
帰
り
に
は
、

か
わ
い
い
お
客
様
ひ
と
り
ず
つ

に
、
在
園
児
が
熊
さ
ん
ペ
ン
ダ

ン
ト
を
首
に
か
け
、
は
に
か
み

な
が
ら「
又
き
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

三
つ
子
の
魂
百
迄
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
は

人
間
性
を
育
て
る
上
か
ら
も
、

質
の
向
上
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
私
共
教
諭

は
、
創
始
者
川
並

香
順
先
生
の
教
育

に
対
す
る
情
熱
と

理
念
を
具
現
化
し

て
い
く
の
は
、
教

育
現
場
に
い
る
私

達
教
諭
の
責
務
と

思
っ
て
お
り
ま
す

教
育
は
い
つ
の
時

代
で
も
根
本
的
な

と
こ
ろ
は
、
変
わ

っ
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す

た
だ
教
え
る
方

法
は
、
あ
り
き
た
り
だ
け
で
な
く

創
意
工
夫
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
と

先
を
見
通
し
た
夢
の
あ
る
教
育

の
実
践
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
幼
稚
園
の
教
育
方
針
は
学

園
の
建
学
の
精
神
「
和
を
以
っ

て
貴
し
と
な
す
」
を
う
け
て
お

り
ま
す
。

ど
う
ぞ
入
園
を
希
望
さ
れ
る

保
護
者
の
皆
様
方
に
は
、
私
共

の
教
育
の
質
を
理
解
、
納
得
し

て
い
た
だ
き
、
私
共
の
浦
安
幼

稚
園
に
願
書
を
提
出
さ
れ
る
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

給
食
で
は
健
康
づ
く
り
の
食

生
活
指
針
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る

『
一
日
三
十
食
品
を
目
標
に
』の

う
ち
十
五
品
目
を
摂
れ
る
よ
う

に
給
食
の
献
立
を
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
、
十
五
品
目
を
取
り
入

れ
る
だ
け
で
な
く
栄
養
面
、
見

た
目
、
味
な
ど
に
も
気
を
つ
け

る
と
と
も
に
旬
の
食
材
を
な
る

べ
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
園
児
が
喜
ぶ
給
食
と

い
う
の
で
は
な
く
、
保
護
者
の

方
に
も
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
、
給
食
終
了
時
の
一
学
期
と

三
学
期
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

子
ど
も
の
声
や
保
護
者
の
声
も

聞
き
、
よ
り
よ
い
給
食
作
り
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
最
も
多
い
の
が
、

「
家
で
は
食
べ
な
い
野
菜
を
給
食

で
は
食
べ
て
い
る
」「
嫌
い
な
野

菜
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
い
う
ご
意
見
で
す
。
た
だ
、

給
食
を
作
る
の
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を

『
お
楽
し
み
献
立
』と
題
し
て
、

献
立
に
入
れ
た
り
、
行
事
食（
七

夕
に
は
星
型
人
参
と
そ
う
め
ん

を
入
れ
た
七
夕
汁
、
ひ
な
祭
に

は
ち
ら
し
寿
司
な
ど
）を
取
り
入

れ
た
り
、
栗
ご
飯
や
豆
ご
飯
、
ア

ス
パ
ラ
の
ク
リ
ー
ム
煮
な
ど
旬

の
食
材
を
考
慮
し
た
り
、
花
形

に
抜
い
た
野
菜
を
飾
っ
た
り
と

『
園
児
が
喜
ぶ

給
食
作
り
を
！！
』

三
田
幼
稚
園

入園説明会の様子

見
た
目
で
も
楽
し
め
る
給
食
を

と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
、
給
食

室
に
そ
の
日
の
献
立
を
聞
き
に

来
た
り
、『
今
日
の
給
食
お
い
し

か
っ
た
』と
伝
え
に
来
て
く
れ
る

姿
や
、
給
食
の
時
間
に
ク
ラ
ス

を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生

懸
命
食
べ
て
い
る
姿
を
見
て
い

る
と
、
う
れ
し
く
も
あ
り
、
励
み

に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
の
方
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
給
食
作
り
に
励
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
園
説
明
会

浦
安
幼
稚
園

楽しい給食

〜
附
属
小
学
校
も
学
校
賞
を
受
賞
〜

川
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で

山
田
夏
樹
く
ん（
附
属
小
）が
銅
賞

附
属
小
学
校
六
年
二
組
の
山

田
夏
樹
く
ん
が
出
展
し
た
写
真

「
江
戸
川
」が
、「
川
と
人
の
ふ
れ

あ
い
」を
テ
ー
マ
と
し
た
第
二
十
四

回
川
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
小
学

校
の
部
に
お
い
て
見
事『
銅
賞
』

を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
首
都
圏
の
一
都

八
県
か
ら
七
千
五
百
四
十
二
件

も
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
で

の
受
賞
は
価
値
の
高
い
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
附
属

小
学
校
も
小
学
校
の

部『
学
校
賞
』を
受
賞

し
ま
し
た
。
去
る
十

一
月
十
四
日
に
東
京

商
工
会
議
所
に
て
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
賞
状
と

記
念
品
が
山
田
く
ん

と
附
属
小
学
校
に
授

与
さ
れ
、
山
田
く
ん

の
作
品
は
同
日
か
ら

十
七
日
ま
で
東
京
駅

構
内
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

山田君の作品「江戸川」

「
百
点
以
上
を
目
指
せ
！
」こ

れ
は
、
聖
徳
祭
の
朝
、
児
童
控
室

で
佐
藤
教
頭
先
生
が
、
全
校
児

童
に
向
か
っ
て
投
げ
か
け
た
言

葉
で
す
。
も
う
後
が
な
い「
本
番
」

で
あ
る
こ
と
を
、
児
童
に
気
づ

か
せ
、
全
力
で
取
り
組
ま
せ
よ

う
と
し
た
も
の
で
し
た
。

台
風
に
よ
る
天
候
不
順
が
心

配
さ
れ
ま
し
た

が
、
児
童
の
思
い

が
天
に
通
じ
た
の

か
、
秋
晴
れ
の
空

の
下
で
、
第
十
九

回
聖
徳
祭
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
お

よ
そ
千
五
百
名
の

方
に
来
校
し
て
い

た
だ
き
、
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

本
校
に
お
け
る

聖
徳
祭
は
、
総
合

学
習
活
動
の
中
に

位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
児
童
一
人
ひ

と
り
の
能
力
を
伸

ば
す
と
と
も
に
、
協

力
し
て
一
つ
の
も

の
を
作
り
上
げ
る

こ
と
な
ど
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
身
は
、

大
き
く
舞
台
発
表

と
展
示
発
表
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
舞
台

発
表
で
は
、
全
校
合

奏
や
全
校
ペ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
は
じ
め
、

一
年
生
は
、
リ
ズ
ム

劇「
七
つ
の
星
」。
二
年
生
は
、
音

楽
劇「
き
つ
ね
の
お
き
ゃ
く
さ

ま
」。
三
年
生
は
、
創
作
英
語
劇

「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
！！
」。
四
年
生
は
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
」。
五
年
生
は「
ぶ
ち
あ
わ
せ

太
鼓
」。
そ
し
て
最
高
学
年
の
六

年
生
は
、
檜
貝
先
生
編
曲
に
よ

る
「
伝
説
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
光
景
が
目
に

浮
か
ぶ
よ
う
な
、
本
格
的
な
演

奏
で
し
た
。

さ
ら
に
、
代
表
児
童
に
よ
る

礼
法
発
表
や
、
後
援
会
コ
ー
ラ

ス
部
に
よ
る
合
唱
も
あ
り
、
舞

台
は
よ
り
い
っ
そ
う
華

や
か
な
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
展
示
発
表
で

は
、
図
工
、
書
写
、
各
学

年
の
学
習
、
礼
法
、
家
庭

科
、
ク
ラ
ブ
や
委
員
会

の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

全
校
児
童
に
と
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

三
年
生
の
工
作「
お
城
」

（
写
真
参
照
）や
、
二
年

生
の
工
作「
百
一
ぴ
き
う

ち
ゅ
う
じ
ん
」が
印
象
深

か
っ
た
と
い
う
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
成
功
の
陰
に
は
、
後

援
会
の
評
議
員
や
聖
徳
祭
実
行

委
員
を
は
じ
め
と
し
た
保
護
者

の
方
々
、
そ
し
て
聖
徳
大
学
か

ら
の
実
習
生
の
み
な
さ
ん
の
力

が
あ
り
ま
し
た
。

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

●

●

「
力
」
の
結
晶
　
聖
徳
祭

『
つ
み
あ
げ
よ
う
、
ひ
ろ
げ
よ
う
　

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
く
し
た
ち
の
校
風
と
伝
統
を
』

附
属
小
学
校

ち
か
ら

全校ページェント

六年生の演奏による「伝説のアイルランド」

図工の展示発表

。。
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秋
雨
前
線
が
通
り
過
ぎ
よ
く

晴
れ
た
十
月
十
七
日（
日
）、第
三

幼
稚
園
で
は
『
聖
徳
子
ど
も
祭

り
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。聖
徳
子

ど
も
祭
り
は
、『
バ
ザ
ー
』と
園
児

の
作
品
展
が
同
時
に
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、朝
早
く
か

ら
、
父
母
の
会
の
方
々
を
中
心

に
、
交
代
制
で
た
く
さ
ん
の
保

護
者
の
方
に
お
手
伝
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

十
時
の
開
門
と
同
時
に
お
客

様
が「
待
っ
て
ま
し
た
！
」と
ば

か
り
に
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。お
母
様
方
は
ま
ず
は
「
お

楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
」や「
手
作
り

コ
ー
ナ
ー
」で
の
お
買
い
物
に
、

お
父
様
と
お
子
様
は
、プ
レ
イ
チ

ケ
ッ
ト
を
首
か
ら
下
げ
て「
プ
レ

イ
ラ
ン
ド
」や「
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
」に
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
、新
し
い
ゲ
ー
ム
を
た
く

さ
ん
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
、ど
の

年
齢
の
お
子
様
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。中
で
も

「
サ
イ
バ
ー
ホ
イ
ー
ル
」の
人
気

は
す
ご
く
何
時
間
も
行
列
が
出

来
る
ほ
ど
で
し
た
。ま
た
、各
学

年
の
作
品
展
に
も
し
っ
か
り
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、園
児
の
作

品
を
じ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
の
後
は
ゆ
っ
く
り

と
食
堂
で
ご
飯
を
い
た
だ
い
た

り
、喫
茶
で
ケ
ー
キ
を
い
た
だ
い

た
り
、ぽ
か
ぽ
か
暖
か
い
園
庭
で

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
い
た
だ
い

た
り
、思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
祭
り
の
経
験
か
ら
、幼

稚
園
で
は
新
た
に
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
腐
食

箇
所
も
多
く
な
り
、
毎
年
の
夏

休
み
に
教
職
員
全
員
で
行
う
ペ

ン
キ
塗
り
だ
け
で
は
補
修
で
き

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

と
平
行
し
て
園
庭
整
備
費
と
し

て
卒
園
記
念
品
費
を
十
年
前
か

ら
積
立
て
て
い
た
の
と
合
わ
せ
、

デ
ン
マ
ー
ク
製
の「
コ
ン
パ
ン
」プ

レ
イ
ジ
ム
・
三
連
結
の
汽
車
・
滑
り

台
そ
し
て
芝
生
の
根
づ
い
た
築

山
、
由
緒
あ
る
藤
棚
の
砂
場
を

園
庭
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
い
限
り
で

す
。そ
し
て
、園
庭
の

周
り
の
イ
チ
ョ
ウ
の

木
は
園
長
先
生
が
川

並
香
順
先
生
に
頂
い

て
植
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。
今
で
は
す
っ

か
り
大
き
く
な
っ
て

真
新
し
い
遊
具
と
子

ど
も
達
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
忘
れ
ず
、

ま
た
新
た
な
歴
史
を

子
ど
も
達
と
共
に
更

に
積
み
重
ね
て
い
き

ま
す
。

松
戸
の
大
学
構
内
に
位
置
す

る
聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
は
、

昨
年
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
念
願
の
園

庭
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
か

ら
五
十
年
代
に
か
け
て
設
置
さ

れ
た
園
庭
遊
具
は
、
鉄
製
の
大

型
遊
具
で
ど
れ
も
こ
れ
も
楽
し

い
も
の
で
し
た
。
プ
レ
イ
ジ

ム
・
ア
ポ
ロ
ジ
ム
・
ロ
ケ
ッ
ト

ジ
ム
…
更
に
園
長
先
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
個
々
の
遊
具
が
吊
り

橋
等
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た

の
で
次
か
ら
次
へ
と
渡
っ
て
い

く
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
当
時
と
し
て
大
変
珍
し
く
時

代
を
先
行
す
る
も
の
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
の
歓
声

を
聞
き
、
笑
顔
を
見
、
夢
を
育

暖
か
な
絶
好
の
天
気
に
恵
ま

れ
た
十
月
二
日（
土
）運
動
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
夜

か
ら
場
所
と
り
の
為
保
護
者
の

方
が
列
を
作
っ
て
並
ん
だ
り
、

祖
父
母
や
親
戚
の
方
々
も
多
勢

出
席
し
て
頂
き
、
子
ど
も
達
へ

の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

三
才
児
は
初
め
て
の
大
観
衆
の

中
、
三
十
㍍
を
泣
か
な
い
で
か

け
っ
こ
を
し
た
り
、
友
達
と
一
緒

に
楽
し
く
遊
戯
を
行
い
ま
し
た
。

四
才
児
は
五
十
㍍
を
最
後
ま
で

走
っ
た
り
、
元
気
に
身
体
を
動

か
し
な
が
ら
遊
戯
を
行
い
ま
し

た
。
又
、
ク
ラ
ス
対
抗
玉
入
れ
や

大
玉
こ
ろ
が
し
な
ど
応
援
し
た

り
協
力
し
合
い
な
が
ら
頑
張
り

ま
し
た
。
そ
し
て
五
才
児
は
競

争
心
を
持
ち
七
十
㍍
を
必
死
に

走
っ
た
り
、
と
び
箱
、
マ
ッ
ト
な

ど
を
取
り
入
れ
た
障
害
物
競
走

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
又
、
マ
ス

ゲ
ー
ム
で
は
位
置
や
間
隔
を
考

え
様
々
な
隊
形
変
化
を
し
た
り
、

一
つ
の
バ
ル
ー
ン
を
様
々
な
形

に
変
え〝
聖
徳
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
披
露
し
ま
し
た
。
当
日
に
至

る
ま
で
笛
の
合
図
に
耳
を
傾
け

て
よ
く
聞
き
取
る
な
ど
、
友
達

と
一
緒
に
心
を
合
わ
せ
る
事
の

大
切
さ
を
幼
児
と
共
に
考
え
な

が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
日

は
心
を
一
つ
に
し

た
成
果
を
充
分
に

発
揮
で
き
多
く
の

方
々
か
ら
大
き
な

歓
声
と
拍
手
が
わ

き
起
こ
り
ま
し
た
。

運
動
会
を
通
じ
最

後
ま
で
頑
張
る
心
、

協
力
す
る
こ
と
な

ど
心
情
面
で
も
大

き
な
成
長
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
々
に
も

事
前
に
会
場
の
草

取
り
を
は
じ
め
、

当
日
の
朝
早
く
か
ら
の
準
備
、

後
片
付
け
等
多
く
の
方
々
の
協

力
を
頂
き
、
無
事
終
え
ら
れ
た
事

を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
運
動

会
会
場
は
公
園
と
い
う
公
共
の

場
を
使
用
し
て
お
り
、
練
習
を
含

め
年
々
借
用
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
地
域
の
方
の
教
育

に
対
す
る
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
今
後
も
実
り
あ
る
運
動
会

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
で
一
生
懸
命
走
っ
た
か
け
っ

こ
、ク
ラ
ス
全
員
で
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
た
梅
組
の
玉
入
れ
、松

組
の
団
体
競
技
や
綱
引
き
、お
父

様
や
お
母
様
と
楽
し
く
参
加
し

た
親
子
競
技
と
青
空
に
見
守
ら

れ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
順
調
に
進

み
ま
し
た
。子
ど
も
達
が
一
番
楽

し
み
に
し
て
い
た
遊
技
で
は
、桜

組
は
元
気
に
か
わ
い
ら
し
く
、梅

十
月
三
日（
日
）実
施
予
定
の

運
動
会
が
二
度
延
期
と
な
り
、

「
三
度
目
の
正
直
」と
い
う
言
葉

通
り
、十
月
十
七
日（
日
）に
青
天

の
下
無
事
行
わ
れ
ま
し
た
。三
日

に
雨
が
降
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、

子
ど
も
達
は
保
育
室
の
窓
に「
て

る
て
る
ぼ
う
ず
」を
つ
る
し
て

「
晴
れ
ま
す
よ
う
に
」と
お
祈
り

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
願
い
が
通

じ
た
の
か
十
七
日
は
見
事
な
秋

晴
れ
、雲
一
つ
な
い
空
を
見
て
子

ど
も
達
は「
き
れ
い
だ
ね
」「
真
っ

青
だ
よ
」と
言
い
な
が
ら
元
気
に

登
園
し
て
き
ま
し
た
。プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
つ
松
組
に
先
導
さ
れ
て
、

い
つ
も
よ
り
少
し
緊
張
し
た
顔

の
子
ど
も
達
の
入
場
行
進
に
始

ま
り
、四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
記
念
す
る
聖
火
の
点
火

も
あ
っ
た
開
会
式
。全
員
が
最
後

組
は
少
し
難
し
い
隊
形
移
動
も

皆
で
協
力
し
な
が
ら
生
き
生
き

と
、松
組
は
難
し
い
隊
形
移
動
に

真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組
み
、最

後
は
松
組
の
頭
文
字
の
Ｍ
を
人

文
字
で
格
好
良
く「
や
ぁ
ー
！
」

の
声
と
共
に
ポ
ー
ズ
を
決
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
全
員
ご
ほ
う
び

に
金
メ
ダ
ル
を
掛
け
て
い
た
だ

き
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
み
た
い
だ

ね
」と
嬉
し
そ
う
で

し
た
。一
人
一
人
が

目
標
に
向
か
っ
て

努
力
し
、皆
で
協
力

す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
運
動

会
を
終
え
た
子
ど

も
達
の
目
は
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い

ま
し
た
。こ
の
す
て

き
な
目
を
大
切
に

見
守
っ
て
い
き
た

い
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

大接戦だった玉入れ

リニューアルされた築山

大盛況だったバザー

息をそろえてバンザ～イ

ゴールイン！！

「
運
動
会
」
を
終
え
て

多
摩
中
央
幼
稚
園

園
庭
遊
具

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！！

附
属
幼
稚
園

「
運
動
会
」

附
属
第
二
幼
稚
園

「
聖
徳
子
ど
も
祭
り
」

附
属
第
三
幼
稚
園

大人気だった「サイバーホール」

毎
年
十
一
月
二
十
三
日
の『
勤

労
感
謝
の
日
』に
ち
な
み
、日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、幼
稚

園
の
近
隣
に
あ
る
交
番
や
銀
行
、

郵
便
局
、病
院
な
ど
に
子
ど
も
達

の
手
作
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
持

っ
て
伺
い
ま
す
。交
番
に
は
パ
ト

カ
ー
の
模
様
、郵
便
局
に
は
ポ
ス

ト
の
模
様
が
入
っ
た
り
と
、そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
合
わ
せ
て
模
様

を
考
え
、折
り
紙
を
折
っ
た
り
ち

ぎ
り
紙
な
ど
材
料
も
工
夫
し
、学

年
毎
に
製
作
を
し
ま
す
。「
郵
便

局
の
人
使
っ
て
く
れ
る
か
な
？
」

「
早
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
な
」

な
ど
、プ
レ
ゼ
ン
ト
が
出
来
る
こ

と
に
期
待
し
喜
ん
で
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。「
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
、感

謝
の
言
葉
も
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
す
と
、「
あ
り
が
と
う
。」

「
可
愛
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
ね
。」

な
ど
快
く
受
け
取
っ
て
下
さ
り
、

中
に
は
年
に
一
回

の
機
会
を
楽
し
み

に
し
て
下
さ
る
機

関
も
多
く
あ
り
ま

す
。そ
の
中
で
、近

隣
の
病
院
の
老
人

病
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老人病棟でのふれあい

〞

、



聖徳学園７番目の幼稚園となる「聖徳大学附属浦安幼稚
園」の開園を記念し、１０月１２日から来年３月末まで、聖徳
大学８号館クリスタルホール・ギャラリーにおいて、本学
の世界的なコレクションの中から、子どもたちに人気の
高い「不思議の国のアリス」と「鏡の国のアリス」に関する
資料を公開しております。
今回は、「不思議の国のアリス」、「鏡の国のアリス」の
初版本に加え、展開する魔法の世界に登場する人物、動物、
玩具類、食器類、幻灯機用のスライド、切手やチェスセットなど様々なグッズ類を展示して理
解を深めさせております。
著者のルイス・キャロルは、オックスフォード大学の数学の教師であり、最も権威あるク
ライスト・チャーチの学寮長の娘アリス（当時４歳）達と舟遊びの時に、即興で語った物語を
骨子にし、挿絵画家ジョン・テニエルの挿絵で「不思議の国のアリス」を出版しました。キャ
ロルは主人公のアリスを通して、人間の空想力、想像力の素晴らしさを見事によみがえら
せています。続編の「鏡の国のアリス」は、鏡にうつった向こう側の世界に魅せられて、目
的地をめざすには反対方向へ歩かねばならない事など、読者の想像をたくましくする素晴
らしい魔法の世界へとご案内致します。
この機会にファンタジーあふれる不思議の国の世界で空想にふけり、知的な教養の高ま
る事を期待しております。

第15号 （8）平成16年12月1日（水）

前
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程 

２月２７日（日） 

２月２７日（日） 

２月２６日（土） 
２月２７日（日） 

２月２６日（土） 
２月２７日（日） 

前
期
課
程 
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楽
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化
研
究
科
） 

（
音
楽
文
化
研
究
科
以
外
） 

後
期
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程 

後
期
課
程 
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音
楽
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化
研
究
科
以
外
） （
音
楽
文
化
研
究
科
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入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

内部推薦入試Ｂ（臨床のみ） 
一般入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 
私費留学生特別入試Ｂ 

一般入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 
私費留学生特別入試Ｂ 

一般入試Ｂ 
社会人入試Ｂ 
 

一般入試Ｂ 
社会人入試Ｂ 

  ２月  ７日（月）～  ２月２３日（水） 

  ２月  ７日（月）～  ２月２３日（水） 

  ２月  ７日（月）～  ２月１７日（木） 

  ２月  ７日（月）～  ２月１７日（木） 

聖徳大学大学院通信教育課程（共学）

４
月
生 

博士前期4月生（Ａ日程） １２月１３日（月）～１月２６日（水） １月３０日（日） 
３月１３日（日） 
２月２７日（日） 

博士前期4月生（Ｂ日程）   １月３１日（月）～３月  ９日（水） 
博士後期4月生 １２月１３日（月）～１月２６日（水） 

※  平成17年度博士後期課程は、別日程で1次選考（書類審査）があります。 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

※ 入
試 

Ａ
Ｏ 

特
別
入
試 

・ 

推
薦
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

後期Ａ日程 
後期Ｂ日程 
後期Ａ日程 
後期Ｂ日程 
後期Ｃ日程 
後期Ｄ日程 
後期Ａ日程 
後期Ｂ日程 
後期Ｃ日程 
後期Ｄ日程 

  １月  ７日（金） 
  ３月  １日（火） 
  １月  ７日（金） 
  １月２４日（月） 
  ２月１４日（月） 
  ３月  １日（火） 
  １月  ７日（金） 
  １月２４日（月） 
  ２月１４日（月） 
  ３月  １日（火） 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

  1月21日（金） 
  3月19日（土） 
  1月21日（金） 
  2月10日（木） 
  2月26日（土） 
  3月19日（土） 
  1月21日（金） 
  2月10日（木） 
  2月26日（土） 
  3月19日（土） 

  1月22日（土） 
  3月20日（日） 
  1月22日（土） 
  2月11日（祝・金） 
  2月27日（日） 
  3月20日（日） 
  1月22日（土） 
  2月11日（祝・金） 
  2月27日（日） 
  3月20日（日） 

選抜入試Ａ日程 
１月２０日（木）AM
１月２０日（木）PM
１月２２日（土） 

１月８日（土）～ １月１８日（火） 

普通科・音楽科推薦選考 １月１７日（月） １月１３日（木）・１４日（金） 
普通科選抜入試 １月２７日（木） 

２月１日（火） １月８日（土）～ １月３１日（月） 
選抜入試Ｂ日程 
選抜入試Ｃ日程 

音楽科選抜入試 １月２４日（月）・２５日（火） １月２７日（木）・２8日（金） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

推薦入試 １２月5日（日） 

窓口での出願期間  
１２月２日（木）～１２月３日（金） 
郵送での出願期間  

１１月２６日（金）～１２月１日（水）必着 

一般第二回入試 １月２３日（日） 

窓口での出願期間  
１月２０日（木）～１月２１日（金） 
郵送での出願期間  

１月１４日（金）～１月１９日（水）必着 

一般第三回入試 ２月６日（日） 

窓口での出願期間  
２月３日（木）～２月４日（金） 
郵送での出願期間  

１月２８日（金）～２月２日（水）必着 

一般第一回入試 １月７日（金） 

窓口での出願期間  

１月６日（木） 
１２月２４日（金）～１２月２５日（土） 

郵送での出願期間  
１２月１７日（金）～１２月２２日（水）必着 中

学 
高
校 

推薦入試 １月１２日（水） １２月１６日（木）～１２月１７日（金） 
一般第一回入試 １月２０日（木） １月１３日（木）～１月１４日（金） 
一般第二回入試 １月２１日（金） 
一般第三回入試 ２月２０日（日） ２月１７日（木）～２月１８日（金） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

１２月１９日（日） 

１月２９日（土） 

１２月５日（日） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

ＡＯ入試（後期） 
エリア入試（一般） 

公募推薦入試（後期） 
自己推薦入試Ｃ 
適性推薦入試Ｃ 

１１月２２日（月）～１２月  ３日（金） 

１２月  ６日（月）～１２月１７日（金） 

１２月１６日（木）～ １月７日（金） 

２月 ７日（月）～ ２月２２日（火） 
２月２８日（月）～ ３月１１日（金） 

１月 ６日（木）～ １月２６日（水） 

１月１１日（火）～ １月２８日（金） 

自己推薦入試Ｂ 
適性推薦入試Ｂ 
同窓会推薦入試Ｂ 
後援会推薦入試Ｂ 

一般入試Ａ 
社会人特別入試Ｂ 
帰国子女特別入試Ｂ 
私費留学生特別入試Ｂ 
一般入試B
一般入試C

大
学
／
短
大 

１月３１日（月） 

１月９日（日）～１０日（月） 

１月３０日（日）～２月１日（火） 

３月１５日（火）～１６日（水） 
２月２４日（木）～２５日（金） 

※2  試験日自由選択制［音楽文化学科は指定日：一般入試Ａ 1月31日（月）、一般入試Ｂ 2月24日（木）、 
一般入試Ｃ 3月15日（火）］ 

※1  事前相談が必要になります。電話受付：12月1日（水）～12月25日（土） 

※2

※1

※2

※2

一般入試第Ⅱ期  １２月１１日（土） １１月２９日（月）～１２月９日（木） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

大学入試センター試験 １月１５日（土）～１６日（日） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

内部推薦入試Ｂ 
学士入試Ｃ 
一般入試Ｃ 
社会人特別入試Ｃ 

内部推薦入試Ｂ 
一般入試Ｃ 
内部推薦入試Ｃ 
一般入試Ｄ 

１２月  ６日（月）～１２月１７日（金） 
編
入
学 

１２月１９日（日） 

内部推薦入試Ｃ 
学士入試Ｄ 
一般入試Ｄ 
社会人特別入試Ｄ 

  ２月  ７日（月）～  ２月２２日（火） 

１２月  ６日（月）～１２月１７日（金） 

  ２月  ７日（月）～  ２月２２日（火） 

  ２月２５日（金） 

１２月１９日（日） 

  ２月２５日（金） 

専
攻
科 

聖徳大学大学院（共学／昼・夜開講）

聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

聖徳大学人文学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）
聖徳大学附属小学校（共学）

平成17年度　入 試 日 程

聖徳大学附属中学校（女子）・聖徳大学附属高等学校（女子）

発行人　川並弘昭
編　集　理事長室 企画渉外課

04.12.1 re（26,）

〒108-0073
東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）
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この印刷物は大豆油
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましては今回よりインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいて
おります。お手数ですがご協力のほどよろしくお願いいたします。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http:// www. seitoku. ac. jp / flash / index. html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで

FAX. 047-363-1401 Eメールアドレス pub@seitoku.ac. jp

保護者会・後援会開催日程

――ぜひご参加ください。――

聖徳大学後援会
s12月5日（日）
■10：30～聖徳大学後援会
茨城県支部総会

聖徳大学・聖徳大学短期大学部
■13：00～ 聖徳大学

聖徳大学短期大学部
茨城地区保護者会

場所：土浦・ホテルCANKOH

聖徳大学後援会
s12月12日（日）
■10：30～聖徳大学後援会
北関東支部総会

聖徳大学・聖徳大学短期大学部
■13：00～ 聖徳大学

聖徳大学短期大学部
北関東地区保護者会

場所：大宮・JA共済　埼玉ビル

2004年セミナーハウス特別プラン実施中！

天然温泉
美肌の湯 山中湖荘

◆ 忘年会・新年会プラン ◆ 期間：平成16年10月20日～平成17年3月31日

【プラン内容】ご夕食は寄せ鍋または牛シャブ（※）からお選びいただけます！
【ご利用料金】在学生・教職員…（寄せ鍋）通常料金＋1,500円～（税込）
（1泊2食） 卒業生・ご家族…（寄せ鍋）平日7,800円～／休前日8,800円～（税込）

※牛シャブをご希望の方は上記料金に1,050円加算となります。

◆ 特別キャンペーン ◆ 期間：平成16年10月1日～平成17年3月31日

【プラン内容】在学生や教職員のご家族・卒業生・同伴の方にご利用いただけます！
上記の方に通常よりもお得な料金で山中湖荘をご利用いただけます！

【ご利用料金】在学生・教職員の同伴のご家族
（1泊2食） 卒業生・同伴の方

◆ 紹介キャンペーン ◆ 期間：平成16年10月1日～平成17年3月31日

【プラン内容】本学園の関係者からの紹介によりご利用される方が対象となります！
通常よりもお得な料金で山中湖荘をご利用いただけます！

【ご利用料金】
（1泊2食）

「かすが荘」と「山中湖荘」では各種特別プランを実施して皆様方のご利用をお待ちしております。
プランによりその他の特典がつく場合がございます｡詳細は下記へお問い合わせください。
○各セミナーハウス
「かすが荘」フロント10267-52-2111／「山中湖荘」フロント10555-62-3111

○本学園セミナーハウス担当窓口
理事長室企画渉外課第3グループ1047-365-1111（内線3962～3）
○本学園ホームページからもセミナーハウスの詳細をご覧いただけます！
http：//www.seitoku.ac.jp/

◆ 温泉保養プラン ◆ 期間：平成16年1月10日～平成17年3月31日

【プラン内容】 65歳以上の方が対象となる寄せ鍋プランです！
【ご利用料金】平日1泊2食……7,000円～（税込）

平日2泊5食……14,000円～（税込）
◆ 謝恩会プラン（日帰り）◆ 期間：平成17年3月1日～平成17年3月31日

【プラン内容】オードブル料理でのご宴会と温泉入浴がセットになったプランです！
【ご利用料金】平日3,000円／休前日3,500円（税込）

※親子プラン5,000円（保護者1名、お子様1名）

◆ 日帰りプラン ◆ 期間：平成16年10月20日～平成17年3月31日

【プラン内容】寄せ鍋または牛シャブ（※）からお選びいただける日帰りご宴会と
温泉入浴がセットになったプランです！

【ご利用料金】平日3,200円／休前日4,200円（税込）
※牛シャブをご希望の方は上記料金に1,050円加算となります。

2004年セミナーハウス特別プラン実施中！
本学園セミナーハウス「かすが荘」と「山中湖荘」では下記のプランを実施中です！

お友だちやご家族等でどうぞご利用ください！

Toward the 75 Anniversary
第1弾！！ 特別キャンペーン&紹介キャンペーン

※各プランともに12月31日～1月3日は除外期間となります。

平成１６年度第Ⅲ期SOA公開講座は、平成１７年１月上旬から３月下旬まで
開講いたします。前期より引き続き行なう講座、新しく開講する講座等、
いろいろなジャンルの講座があり、約９０講座開講の予定で、皆様方のご
要望に応え得る講座を用意しております。この機会に是非受講してみてはい
かがでしょうか。受付は１２月上旬から開始します。

講座名 講師名

＊上記の他、語学（英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、中国語）、文学、教育、
芸術・文化等の講座を予定しております。

＊詳細については生涯学習課までお問い合わせください。

第Ⅲ期SOA開講予定講座（抜粋）

■おとぎばなしの国から～音楽と童話～
■松戸近傍の歴史と文学
■現代社会を読み解く講座“今を読む”
■栄養と健康シリーズ（2）― 生活習慣病にならない食卓づくり―
■“食の松戸物語”Part10（冬の松戸東口篇）
■子どもの心と病
■漢字のはなし
■元気が出る読書入門“昌子を読む”
■枕草子 ― 王朝みやびの世界 ―

■宇宙と地球2004 ― 研究の最前線とその基礎 ―
■食のトピックスを読む
■ステキな食卓とおもてなし
■CD鑑賞講座：オルガン音楽の歴史
■篆刻作品をつくる
■高齢化社会を健康に生きる
■スキンシップの人間関係
■ギリシア民族舞踊とリズムダンス

………音楽文化学科教員ほか

………………………………日本文化学科教員

………現代ビジネス学科教員

生活文化学科教員

……………長江・四十九院

…………………………………………………次良丸睦子

………………………………………………………進藤　英幸

………………………長江　曜子

…………………………………赤塚　雅己

…………………木村常在

…………………………………生活文化学科教員

……………………………山川・渡辺・奈良

…………………………坂崎　紀

………………………………………………細谷　惠志

…………………………………白野　幸子

…………………………………………山口　創

……………………………山口・田中

音楽文化学科ピアノコース推薦コンサートが
２００５年1月9日（日）

サントリーホール（小ホール）で開催されます。
例年学内の奏楽堂で開催されておりましたが、最近は伝統ある読売新人
演奏会に連続出演を果たすなど、演奏水準が高くなっており、広く外部の
方 に々もお聞きいただきたいとの願いで初めて学外で開催するものです。

聖徳大学人文学部音楽文化学科ピアノコース推薦コンサートs t
２００５年１月９日（日）午後１時開演予定

入場料：１,５００円 ／　主催：聖徳大学音楽研究センター
お問合せ：教務課第５音楽文化グループ／２号館１階 事務室 内線３２３１～３２３４

聖徳大学オープン・アカデミー平成１６年度 SOA 第Ⅲ期 公開講座のご案内

特別展覧会

「アリスの魔法の世界 ―不思議の国・鏡の国―」展

開催中！

アリスがあなたをご案内します
―聖徳大学附属浦安幼稚園開設記念―

アリスがあなたをご案内します

本学園セミナーハウス「かすが荘」と「山中湖荘」では下記のプランを実施中です！
お友だちやご家族等でどうぞご利用ください！

読
者
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欄
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幼児教育専門学校
s10月12日（火）～12月10日（金）
■授業見学（事前予約が必要です。）
場所：幼児教育専門学校

附属中学校・高等学校
s12月17日（金）
■13：30～15：00 保護者会
場所：附属中学校・高等学校

聖徳中学校・聖徳高等学校
s12月21日（火）
■13：30～ 保護者会（学年：1、2、4、6）
場所：聖徳中学校・聖徳高等学校

}6,500円 税込、（ ）平日・休前日共通

紹介の方・・・7,000円 税込、（ ）平日・休前日共通
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